
桐生市立川内中学校

研修コーディネーター

*



初任者研修

・自校方式

・拠点校方式

・調査研究方式



自校方式



拠点校方式
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調査研究方式



調査研究事業特有の初任研

校内指導教員が中心となる研修

研修コーディネーターが
コーディネートする研修

＋



研修コーディネーターが
コーディネートする研修

メンタ―研修

日常の教育活動と関連させた短
時間での研修・指導

資料や諸帳簿の点検を中心にし
た指導



<川内小学校>

メンバー８名（男性６名、女性２名）
初任者：教職経験なし

リーダー：９年目
副リーダー：１０年目、１２年目
他 ２、３年目の教員３名、

臨時教員２名、養護教諭



<川内中学校>

メンバー５名（男性５名）

初任者：臨時教員を６年経験

リーダー：６年目

他 ２、３年目の教員２名
６年目１名



<小学校>

運営委員会と並行

月１回のペース

<中学校>

部活動終了後



1.初任者に対して
<小学校>
校内指導教員が指導する場面、
示範授業にも同席し、指導に生かした。

<中学校>

校内指導教員と相談しながら、初任者
の困り感や必要な内容を適宜選んだ。



２.メンタ―チームのメンバーに対して
メンバーから見た初任者の困り感、

メンバー自身の困り感を伝えてもら
う。

３.他の職員に対して

メンタ―通信で研修の内容報告







授業研究 給食指導

水泳指導 学活指導

歌唱指導 等

ＣＲＴ活用

<小学校>



授業研究 学級経営

道徳教材 部活動指導

等

<中学校>



・実践的な内容が多く、すぐに活用できた

・初任者だけでなく、チーム全体で成長が
あった

・メンターチームメンバーの活躍場面が
増えた



・発言しやすい雰囲気から、学び合う視点で
できた

・初任者の困り感をそのまま研修に役立てた

・職員室で聞けないような内容も聞くことが
できた

・教員同士の距離感が縮まり、信頼関係が
高まった



・研修時間の確保
・研修場面の設定
・メンバーのバランス
・限られた先生の負担
・事務的な負担
・職場の雰囲気



・実践的な研修が多く、すぐ活用できた。

・些細なことでも相談できた。

・内容の濃い授業研究会ができた。

・模擬授業で改善部分が分かり、参考に

なった。

・先輩の先生方が意識して、関わりをもっ

てくれた。



・模擬授業や指導案検討で授業の流れやワー
クシートなどの改善点が明確になった。

・適切なアドバイスで、生徒との関係が改善
された。

・学級の取組や道徳教材など来年以降の参考
になった。

・メンター研修でいろいろ相談できたので心
強かった。


